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抄録 

本研究の目的は，ネパールの村において，アクションリサーチとして「社会関与型アート」を実

施し，その意義を発展途上国における芸術実践と芸術教育の視点から明らかにすることである．こ

の村におけるアートプロジェクトは身近なところから入手できる竹素材を活用して貯水タンクを

保護する小屋を作ることから始まったが，竹組みによる集会所の建設や大地震で崩れたヒンドゥー

教寺院の神話的壁画制作も含めた復興といった形に発展し，村人のアートプロジェクトへの参加は

新たな別のアートプロジェクトを生み出すことになった． 

現地調査の大きな成果は村で栽培されているウコンを染色素材として活用することの可能性を

示すことができたことである．この村では栽培しているウコンを用いて縄などに着色することは知

られていたが，布を染色することは行われていなかった．ウコンによる染色技術を伝えると，村の

女性グループによる絞り染めが始まった．アートプロジェクトは創造的なことにチャレンジする契

機が生まれ，その経験は持続可能な発展へ向けて村人たちのエンパワーメントという点からきわめ

て重要だといえる． 

 

１. 本研究の目的と方法 

(1) 目的 

筆者は 1980 年代よりネパールにおいて伝統的

造形と教育に関する調査研究を続け，2018 年より

ネパールの山村におけるアート 1)プロジェクトの

実践を試みてきた． 

本研究の目的は，ネパールの山村において試み

ている「社会関与型アート」プロジェクトを発展

させ，その社会的意義を芸術実践と芸術教育の視

点から明らかにし，持続可能な村落開発につなが

る発展途上国における「社会関与型アート」プロ

ジェクトのモデルを提示することである． 

(2) 方法 

方法論的には，「社会関与型アート」プロジェク

トの実践者とそのプロセスを記録し検討する研究

者という 2 つの立場からのアクションリサーチで

ある． 

ネパールにおけるアートプロジェクトは現地で

のプロジェクト・コーディネイターであるリラ・

バハドゥール・ビシュワカルマ  (Lila Bahadur 

Bishwakarma) 氏との共同作業により進められた． 

2019 年 12 月の現地調査以外の期間もスマートフ

ォンの Messenger のアプリを利用し，画像と動画

の送受信も含めてプロジェクトの進行状況を記録

し，調査を続けた． 

村人とのコミュニケーションはネパール語を用

い，現地方言等理解が難しい場合はビシュワカル

マ氏による英語の通訳を介した．Messenger による

コミュニケーションにおいては英文キーボード配

列に応じた英語を中心に行った． 

(3) 調査地の概要 

調査地は 2018 年よりアートプロジェクトを実

施しているネパールのヒマラヤ山系の麓に位置す

るダーディング郡 (Dhading) の人口約 1,500 人の
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ムラバリ村 (Mulabari) である． 

この村は 2015 年の大地震の震源に近く壊滅的

被害を受けたところである．筆者は地震発生直後

からこの村の復興支援に関わり，｢社会関与型アー

ト」プロジェクトも村の子どもたちへの教育支援

を継続する中で実施しているものである． 

 

２.  社会関与型アート 

近年，「社会関与型アート」(Socially Engaged Art)

と呼ばれるアートを通して社会に積極的に関わっ

ていこうとする多様な活動が国内外で行われてい

る．｢社会関与型アート｣という概念は｢現代アー

ト｣(Contemporary Art) の動向の中で生まれたもの

である． 

アートというものは本来的に社会と関わるもの

であり，この点に関して，社会関与型アートを提

唱するニューヨーク近代美術館のパブロ・エルゲ

ラ (Pablo Helguera) は，「すべての芸術は，それが

他者とコミュニケートするもの，あるいは他者に

よって体験されるものである限り，ソーシャル（社

会的）である」とし，その中でも，「社会関与型ア

ート」の特徴は「社会的相互行為」(social interaction) 

にあるとしている [1]． 

本研究は発展途上国ネパールの村落地域におい

ける「社会関与型アート」プロジェクトの実践に

関するものであるが，先進国の現代アートという

コンテクストの中で生まれた「社会関与型アート」

の活動の理念と方法は，美術館やギャラリーとい

うものが存在しない発展途上国の村においても意

味を持つのであろうか． 

「社会関与型アート」が発展途上国の村では意

味を持たないのであれば，アートは先進国にしか

存在しえないのか，アートと社会はどのように関

わるのか，アートとは何かといった本質的な問い

が生まれることになる． 

これらの問いは本研究全体に通底するものであ

り，実践されたアートプロジェクトに沿って考察

を加えていくことにしたい． 

 

３. プロジェクトⅠ P3578  

ムラバリ村最初のアートプロジェクトは 2015

年の大地震の影響により枯渇してしまった村内の

泉に代わり新たに設置された貯水タンクを覆う竹

組みの小屋作りから始まった． 

この実践は現代美術作家である村田訓吉氏との 

 

写真 1. 貯水タンクを覆う竹組みの小屋 

 

共同で進めているP3578 プロジェクトの一環とし

て行われたものである [2]．P3578 プロジェクトと

いうのは，3 と 5 と 7 と 8 という数に関わるイメ

ージをさまざまな方法で表現していくというひと

つのコンセプチュアルアートである．貯水タンク

を覆う竹組みの小屋には 3 と 5 と 7 と 8 を象徴す

る三角形・五角形・七角形・八角形が竹で組まれ，

それぞれの形に自然染料で染色した自生する植物

繊維を巻き付けてこのプロジェクトのシンボルが

示された． 

建設された竹組みの小屋は村人にとって貯水タ

ンクの保護という実利的目的を充たすだけではな

く，同時に自然素材を用いた現代アートのインス

タレーションとしても見ることができるという二

重の意味を持つものであり，この二重性こそがム

ラバリ村における P3578 プロジェクトのもっとも

重要なコンセプトだと考えている． 

ある意味で，竹組みの構造物が現代美術のイン

スタレーションであるかどうかということは，村

人にとっては関係のないことでもある．ムラバリ

村の人たちにとって近代的な意味でのアートとい

う概念はない．美術館やギャラリーというものが

あるということさえ知らないといってもよいであ

ろう．このような状況は首都カトマンドゥで暮ら

す多くの人々にとっても同様である． 

英語教育を受けた人たちは art や artist に対し

て漠然としたイメージを持ってはいるものの現代

アートに対しての知識や理解がある者はきわめて

少ないといえる． カトマンドゥには伝統的美術を

展示した博物館とアートギャラリーは存在するが，

その数は限られている． 
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一方，先進国で始まったインスタレーションに

関しては，ネパールを含めた発展途上国において

も少数の現代アートの作家たちによってさまざま

な表現が試みられている． 

カトマンドゥでは，2009 年と 2012 年にシッダ

ルタ (Siddhartha) アートギャラリーを中心に『カ

トマンドゥ国際アートフェスティバル』がネパー

ル国内外の作家の作品を集めて開かれた．2017 年

には「都市，私のアトリエ/ 都市，私の人生」と

いうテーマの元にカトマンドゥ・トリエンナーレ

が開催されている[3]． 

このようにネパールにおいて現代美術の動向が

まったくないということではない．しかしながら，

そうしたことに関心のあるのはごく一部の人たち

に限られ，大多数の人たちにとって，アートギャ

ラリーや現代アートというものは無縁のものであ

ることは事実である． 

日本の状況を考えてみると，日本人のほとんど

が絵画や彫刻といった「美術」について何らかの

知識はあるが，美術館やギャラリーに足を運ぶ人

たちの数は限られている．現代アートに関心があ

り，インスタレーションとは何かということに対

して答えられる人はさらに少なくなる． 

日本国内においても，現代アートに関心のある 

人たちにとってインスタレーションは決して珍し

いものではないが，そうではない一般の人たちに

とってはインスタレーションというものはなかな

か理解し難いものである． 

ムラバリ村の人々のように現代アートと無縁な

ところでインスタレーションのような現代アート

について語ること自体が一見無意味のようにも見

えるが，そうであるならば，日本国内でインスタ

レーションの作品を制作する意味も問われること

になる． 

そうではなくて，現代アートというのは現代ア

ートについて知っている人に対してのみ意味があ

るという考え方もあろう．しかし，クリストとジ

ャンヌ＝クロード (Christo & Jeanne-Claude) の一

連の巨大な梱包アートの作品[4]はアートとは何か

ということを問いかけ，現代アートに無縁だった

人たちの意識を喚起する結果となり，彼らの意図

もそこにあったといえよう． 

ムラバリ村での P3578 プロジェクトには，イン

スタレーションとは何か，現代アートとは何か，

さらに，アートとは何かという本質的な問いがあ

るのである． 

それは，美術館にインスタレーションとして展

示されるからインスタレーションなのかどうかと

いう，かつてマルセル・デュシャン  (Marcel 

Duchamp) が投げかけたアートは何かという問い

かけと重なるものでもある[5]．つまり，インスタ

レーションなのか，単なる竹組みの構造物なのか

という問いそのものがコンセプチュアルアートと

しての P3578 というプロジェクト自体の中にある． 

現代アートの多くが社会との関りを強調するが，

その延長線上にあるものが「社会関与型アート」

でもある． 敢えて「社会関与型」という言葉をつ

けるところに，現代アートと社会との微妙な関係

性というものを見出すこともできよう． 

P3578 の最初のプロジェクトであった竹組みの

小屋は貯水タンクの保護という実利的目的を充た

す実態として残っただけでなく，新たなアートプ

ロジェクトを生み出す呼び水となったことは確か

である． 

村人にとっての P3578 竹組み小屋の経験が新た

なアートプロジェクトの提案を生み出すことにな

った．P3578 プロジェクトに関して 3 と 5 と 7 と 8

の数を表すということ以外にインスタレーション

とは何か，現代アートとは何かという理屈を説明

したわけではない．村人が P3578 のシンボルとし

ての意味を理解すると，それからのプロジェクト

の発展には予想以上のものがあった． その大きな

理由は村人に P3578 の持つシンボルとしての意味

が直接的に伝わったからに他ならない． 

まず，村人から提案されたのは，P3578 集会所

の建設である．貯水タンク小屋と同様に竹を素材

にして集会所を建設することが具体化していった．

貯水タンク小屋同様に竹組小屋の壁には 3 と 5 と

7 と 8 を象徴する三角形，五角形，七角形，八角

形のデザインされることになった． 

ここでデザインという言葉を用いたが，集会所

という実利的目的の建設にあたってはアートとい

うよりデザインというものに近いかもしれない． 

むしろアートとは何か，デザインとは何かとい

う問いが生まれることになる．目的性が強調され

るとアートよりもデザインに近くなる． 

近代以前の伝統的宗教建築を見るとき，たとえ

ば，中世ヨーロッパのゴシック教会の尖塔は神の

国へ近づくためのアートなのかデザインなのかと

いう問いが生まれる．アートとデザインの分離が
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近代以降の特徴であるならば，竹組みの小屋作り

が村人の手作業で行われたように，日常生活の中

に自給自足的な生活の残るムラバリ村のような場

所でアートプロジェクトを展開するとき，アート

の本質，デザインの本質がより明確に見えてくる

ように思われた． 

村の集会所建設とともに村人から提案のあった

のは地震で崩れかけたヒンドゥー寺院をP3578 の

シンボルとして新しく作り直したいということで

あった．寺院基礎を八角形にして，側面の壁を七

角形・五角形，屋根を三角形の集合体にするとい

うのである．他のところにはない独自な形をした

P3578 寺院としたいという声も上がった． 

ヒンドゥー教寺院の再建は村人の手で進められ，

元々この寺院はクリシュナ神を祀るものであった

ので新しく白く塗り替えられた壁面にクリシュナ

神の神話的物語の壁画を描くということになった． 

壁画を描きたいが，村の中には絵を描ける人が

いないので村の外から絵を描ける人を呼んでこな

ければならないということであったが，同じネパ

ールのタライ  (Tarai) 平原のジャナクプール 

(Janakpur) 近郊の村に伝わるミティラー (Mithila) 

絵画のスタイルであれば，ムラバリ村の人たちで

も描けることを伝えた． 

ネパールのジャナクプールからインドのビハー

ル州にかけての地域はかつてミティラーと呼ばれ

た地域で民家の壁にヒンドゥー教の神話的物語の

絵を描く伝統がある[6]．インド政府が村落地域の

経済発展のために本来は壁画であったミティラー

絵画を描くことを奨励し，手工芸品として世界的

にも知られるようになるが，ネパール側において

も手漉き紙に描いたものなど外国人旅行者向けの

土産物のひとつとして販売されている． 

興味深いことに，ムラバリ村の人たちは同じネ

パール国内に生活しながらもミティラー絵画とい

うものがあることを全く知らないというのである． 

輪郭を黒の線で描き，その中を彩色していくシ

ンプルな描画様式は，村の人たちにでも可能な技

法である．筆者がミティラー絵画の例を見せると，

このスタイルの壁画にしたいが，村人は誰も絵を

描いたことがないというので筆者が下絵を示し，

それを元に村人で色を付けていくことになった．

筆者自身クリシュナ神等ヒンドゥー教神話のイコ

ノグラフィーの基礎的知識は持っているものの，

初めは，村の外部の人間である筆者が村の信仰の 

 

写真 2. 大地震で崩れたヒンドゥー教寺院 

 

 

写真 3. 修復中のヒンドゥー教寺院 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 4. 壁面に描かれたヒンドゥー教の神話的世界 
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中心であるヒンドゥー教寺院の下絵を描くことを 

躊躇ったが，村人からの要望もあり引き受けるこ

とにした． 

厳密な意味での伝統保持の立場に立つと筆者の

ような外部の人間が関わることは避けるべきだと

いうことになるが，アートも含めて文化というも

のは絶えず外部との接触交流によって変化してき

たことも事実である．その意味では，筆者のよう

な外部の人間が関わることは必ずしも否定される

ものではない． 

このヒンドゥー教寺院の外壁の修復にはムラバ

リの村人だけではなく，左官技術のあるタライ平

原からの職人が加わったが，ある意味，村にとっ

てのよそ者であるという点においては，私も同じ

だといえる． 

彩色に関しては，壁の修復のときに用いた水性

のアクリル塗料をベースに，赤・黄・青の基本色

を購入し，混色の仕方を教えることにした．伝統

的なミティラー絵画は土壁に煤や植物からとった

自然顔料で描かれているが，ムラバリ村のヒンド

ゥー教寺院はセメントで仕上げられているので，

その工法に応じた彩色方法で行うことにした． 

壁修復用の白色のアクリル塗料も残っていたの

で，三原色と合わせて使用すると色彩のヴァリエ

ーションを増やすことができる．村人にとって限

られた塗料の色数によって数多くの色彩のヴァリ

エーションを作ることができるということは初め

ての経験であった． 

本研究プロジェクトでは自然素材を活用してい

くことを主眼にしているが，すべてを自然素材に

するべきだということではない． 

持続可能な発展を目指す上で自然素材の活用が

重要であることはいうまでもないが，自然素材の

使用のみを強調することによって村の現実の生活

から乖離してしまうことには注意する必要がある． 

持続可能な発展のためにはすべてを自然素材に

して新しい技術を受け入れないというのでは，先

に指摘した伝統文化保持のためには外部からの影

響を受け入れないということと同様に現実的な対

応策ではない．重要なことは自然素材を活用した

伝統文化に目を向けつつ新しいものを生み出して

いくということであり，そうした体験を積み重ね

ていくことが持続可能な発展につながると考えて

いる． 

正にこのような点において，ムラバリ村におけ

るアートプロジェクトの実践は示唆的である．ク

リシュナ神を祀る寺院はクリシュナ神誕生祭

(Krishna Janmaashtami) のときばかりではなく，

ティーズ (Teej) やダサイン (Dasain) といった季

節ごと村人の集まる宗教的儀礼の場として蘇えっ

た．  

このように，P3578 プロジェクトとヒンドゥー

教寺院の再興は宗教的壁画という伝統的なアート

と現代アートの予想しなかった出会いを生む結果

をもたらすことになった． 

6 月の夏至の時に東京のアートギャラリーで行

われるキャンドルナイトというアートイベントが

あることを知らせると，ムラバリ村でも P3578 に

ちなんだキャンドルナイトの集まりが行われた． 

現代アートやインスタレーションに関してまっ

たく知識のないムラバリ村の人たちが現代アート

のイベントを催したというより，現代アートの方

がシンボルによって人と人とをつないでいくとい

うアート本来の機能を現代に蘇らせようとしてい

るようにも思われた． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 5. P3578 キャンドルナイト 

 

４. プロジェクトⅡ Third Paradise 

筆者 2016 年よりイタリアの現代美術アートの

代表的作家であるミケランジェロ・ピストレット 

(Michelangelo Pistoletto) 氏の Third Paradise (Terzo 

Paradiso) プロジェクトのコラボレーションに関

わってきた． 

Third Paradise というのは，自然と人工物のよう

に対立するものとその調和のとれた世界を 3 つの

連続した円で表したシンボルを平面であるか立体

であるかを問わず，さまざまな素材で表現すると

いうプロジェクトであり，そのインスタレーショ

ンは世界各地で試みられている [7] . 

ムラバリ村では P3578 アートプロジェクトを既
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に経験していたので，このピストレット氏の Third 

Paradise を紹介すると，違和感なく，写真のような

シンボルが作られた． 

筆者もこれまでこのThird Paradiseを日本国内外

のアートワークショップで実践してきた． 初めに

左右 2 つの円が対立するものを表し，中央の円が

その調和のとれた世界を表すということについて

説明するが，ワークショップが始まると参加者は

必ずしも対立するものは何かという概念にこだわ

るのではなく，そのシンボルを何でどのように表

現するかということとその制作のプロセスに集中

するようになる． そして，シンボルができあがっ

たときに改めてシンボルの持つ意味というものを

意識するようになる． 

 ピストレット氏自身の意図もそこにあるように

思われる． スイスで彼と直接話した時も，アート

における概念を可視化するシンボルの持つ意味の

重要性というものを強調していた 2)． 

ムラバリの村人にも左右 2 つの円が昼と夜，女

性と男性といったように対立するものを表し，中

央の円はその両者の調和を示すということを説明

するとヒンドゥー教的世界観からも納得できると

いうことであった． 

日本だけではなく，スイスやイタリア等での同

じ Third Paradiseのアートワークショップの体験と

重ね合わせてみたとき，ムラバリでの村人の参加

態度に大きな違いがあるわけではなかった．  

ヨーロッパでは，ピストレット氏は現代アート

のカリスマ的存在であるが，日本国内では必ずし

もそうではない． しかし，ピストレット氏の名を

知らなくても，Third Paradise のワークショップの

参加者はこのプロジェクトの意義を理解している

ように思われた．このことは現代アートというも

のは先進国の中で現代アートについて理解してい

る人たちにとってしか意味を持たないわけではな

いということを示唆している． 

P3578 やThird Paradiseといったアートプロジェ

クトは，現代アートは難解で理解できないという

先入観を持っていないだけではなく，アートとい

う概念さえ持っていないムラバリ村の人たちの間

でも共有できる活動なのである． 

ピストレット氏自身，アートを「人を集め，一

緒に行動する方法のひとつ」として捉えて，アー 

トを美術館の外から街中へ，そして人々のところ

へ」[8]と語っているが，Third Paradise プロジェク 

 

写真 6. Third Paradise シンボル（穀物とダル豆） 

 

写真 7. Third Paradise シンボル（マリーゴールド） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 8. Third Paradise シンボル（岩面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 9. Third Paradise シンボル（地面） 

 



 
人間生活文化研究 Int J Hum Cult Stud. No. 30 2020 

 

ネパールの村落における社会関与型アートプロジェクトと芸術教育 545 

 

トが美術館から遠く離れたネパールの山奥で展開

することは彼の意図するところだといってよいで

あろう． 

作られたイメージが穀物，花，岩，土等すべて

自然素材であり，持続可能な発展という意味でも

重要であり，ムラバリ村における Third Paradise の

写真をピストレット氏の活動拠点であるイタリア

のビェッラ (Biella) にある芸術都市 (Cittadellarte) 

に送ると大変興味深いものであるというメッセー

ジが送られてきた． 

 

５．プロジェクトⅢ Yellow Dream Project 

本研究における現地調査とともに新しく始めら

れたアートプロジェクトは Yellow Dream Project 

である．P3578 アートプロジェクトでの竹を用い 

て貯水タンクを保護するための小屋を制作したと

きに，ケトゥキ (ketuki) と呼ばれる自生植物の繊

維を撚った縄に色をつけるときにウコンが用いら

れ，そのウコンはこのムラバリ村の数少ない換金

作物であることがわかった． 

しかし，村人に尋ねてみると，ウコンで布を染

めることは行われていないということであったの

で，ウコン染めの基本的技法を村に伝えるところ

から始まった． 

このプロジェクトは筆者の担当するゼミの学生

と共に進めたものである．3 年生の児童学専門演

習のゼミにおいてムラバリ村で進めているアート

プロジェクトのことを紹介したとき，現地の子ど

もたちや女性たちのために何ができるかというこ

とを学生たちと一緒に考える中で生まれたもので

ある． 

ムラバリ村ではウコンを栽培していてもそれを

布に染めることは行われていないということなの

でウコン染めについて調べて実際にウコン染めに

よる絞り染めを試すことにした．ウコン染の布を

どうしたら村の発展のために使うことができるか

考え，ウコン染の黄色いカーテンで村の家々を飾

り発展のシンボルにしてはどうかということにな

り，Yellow Dream Project と名づけられた． 

ウコン染が出発点であったが，ウコンの黄色を

シンボルカラーにムラバリ全体の持続可能な発展

を目指す村興しプロジェクトに展開していった． 

2019 年 12 月下旬の現地調査時に学生たちの染

めた試作品をムラバリ村に運ぶと共に現地の人た

ちと Yellow Dream Project を今後どのように発展

させていくかの展開について話をすることができ

た． 

P3578，Third Paradise という参加型のアートプロ

ジェクトを経験してきたムラバリの村人にとって， 

Yellow Dream Project はもうひとつの新たなプロジ

ェクトとして違和感なく受け入れられることにな

った．P3578 は 4 つの数字，Third Paradise では 3

つの円であったが，Yellow Dream Project では黄色

そのものがシンボルになっている． 

村の家々の窓にウコン染による黄色いカーテン

をつけることは，ガラス窓もなく，カーテンもな

い民家の家に実際に役に立つカーテンとしての機

能が果たせるだけではなく，ムラバリ村全体を「黄

色い村」としてイメージすることができるように

なる． その「黄色い村」のイメージは村の発展の

シンボルであると共に「黄色い村」として将来の

新たな観光資源になる可能性につながるものでも

ある． 

ウコンで染めた布をカーテンとして仕立てるた

めにミシンを村に送ることにしたが，ウコン染め

の布の縫製技術を学ぶことは村の女性たちの職業

訓練の機会ともなる． カーテンの他にもウコン染

めによる手作りの品が生まれれば，将来，ムラバ

リ村の特産品として販売することも考えられる． 

黄色にちなんでマリーゴールドの花を村中に植

えたり，ミカンなどの果樹を植えたりすることも

計画された． 植林は持続可能な村の発展において

重要なことはいうまでもない． 

植林そのものだけであれば，必ずしもアートプ

ロジェクトとして考える必要はないであろう．木

を植えることがアートプロジェクトなのかという

と，社会変革を目指した「社会関与型アート」プ

ロジェクトの先駆け的人物として考えられている

ドイツの代表的現代アート作家ヨーゼフ・ボイス

（Joseph Beuys）は 1982 年 のカッセル市で開催

されたドクメンタ 7 の展覧会のときに 7000 本の

植林を行う『7000 本の樫の木』というアートプロ

ジェクトを行っている[9]．  

ひとつの「社会関与型アート」プロジェクトと

しての Yellow Dream Project の特徴は，黄色い花を

植えることも黄色い実のなる果樹を植えることも

黄色というシンボルカラーから広がるイメージの

中で生まれたものであり，この活動自体がアート

に共通するクリエイティヴな側面を持っている点

である． 
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ウコン染めという「新しいことへのチャレンジ」

をするということは創造的な行為の本質でもある.

ムラバリ村の女性たちが，このプロジェクトに参

加するということ自体が「新しいことへのチャレ 

ンジ」であり，そのことはプロジェクトを立ち上

げたゼミの学生たちにとっても同様である. その

意味においては，この Yellow Dream Project はゼ

ミの学生たちとムラバリ村の女性たちとのコラボ

レーションだといえる． 

 

写真 10.  Yellow Dream Project ウコン染め (1) 

 

写真 11.  Yellow Dream Project ウコン染め (2) 

 

写真 12.  Yellow Dream Project ウコン染め (3) 

クリエイティヴなアートプロジェクトを通して

「新しいことへのチャレンジ」を積み重ねること

から生まれる自信というものがムラバリ村の女性

のエンパワーメントにつながると考えている 3)． 

 

６．まとめ 

本研究を通して，ネパールのムラバリ村のよう

な発展途上国の村落地域においても「社会関与型

アート」プロジェクトの実践は可能であり，それ

は村落地域の持続可能な発展につながる可能性を

持っていることが確認された．  

ムラバリ村における P3578，Third Paradise， 

Yellow Dream という一連のアートプロジェクト

の展開は他者と共有できるシンボルを通して人と

人とをつなぐというアートの本来的機能というも

のを再認識させる結果となった． 

冒頭において，建設された竹組みの小屋は村人

にとって貯水タンクの保護という実利的目的を充

たすと同時に現代アートのインスタレーションと

しても見ることができるという二重の意味を持つ

ことを指摘した． 

この二重性はインスタレーションとは何か，現

代アートは何かという問いにつながるのであるが， 

P3578，Third Paradise，Yellow Dream というア

ートプロジェクトを実践してみると，村人たちに

とってはその活動をアートプロジェクトとして認

識しているかどうかということにかかわらず，プ

ロジェクトが予想していた以上に発展していくと

いうことが明らかになった． 

その理由のひとつとして，村の人たちは共同体

の結び付きを強めるというシンボルの機能をよく

理解しているということである． ムラバリ村には

先進国における意味での｢アート｣という概念は存

在しないが，伝統的な生活や宗教的儀礼の中に｢現

代アート｣におけるインスタレーションと重なる

ような共同体の結び付きを強めるというシンボル

の原点を見出すことができる． 

 さらに付け加えるならば，アートプロジェクト

に内在しているクリエイティヴな側面というもの

が，村人の創造的な活動を促すことになることも

明らかになった． 

自由な発想を重視するアートプロジェクトに関

わることによって創造的な問題解決のプロセスを

経験することになり，その体験は外部の援助に依

存せずに村人の創意工夫による持続可能な村落開
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発を実現していく上で欠かせないもののように思

われる． 

アートを通して創造的な問題解決方法を学ぶと

いう芸術教育[10]は先進国だけのものではなく，よ

り困難な問題を多く抱える発展途上国においても

必要ではないだろうか． 

エルゲラ[11] が｢社会関与型アート｣と教育活動

の共通点を指摘しているように，｢社会関与型アー

ト｣はより広い意味での芸術教育として捉えるこ

とができる．本来的に教育的機能を持った芸術実

践である｢社会関与型アート｣を村落開発に結び付

けることができれば，発展途上国における芸術教

育を新たな可能性を示すことができるであろう． 

また，発展途上国に残る土着的造形技術をアー

トプロジェクトという触媒で活性化させることは

持続可能な伝統的生活の再認識の契機になると共

に，過去への回帰ではなくアートという新しいコ

ンセプトを導入することで若い世代の共感を得る

ことが期待できるように思われる． 

本プロジェクトの姿勢が問われることであるが，

ネパールのような発展途上国におけるアートプロ

ジェクトの実践においては，先進国という文化的

ヒエラルキーの上にたってアートを教えるという

ことではなく，村人と対等の立場でコラボレーシ

ョンしていくことが重要だと考えている． 

P3578，Third Paradise，Yellow Dream Project とム

ラバリ村における「社会関与型アート」の実践は

確実に成果を上げつつあるが，村人の生活向上と

持続可能な発展への意識改革にどのように貢献で

きているのか，それぞれのプロジェクトの継続と

共に経年的調査を今後の課題としたい． 

 

*掲載した写真に写っている人物に関しては，現地

の協力者を通して許諾を得ており，個人情報等に

関しては，充分な倫理的配慮を行った． 

 

付記 

本研究は，大妻女子大学人間生活文化研究所戦

略的個人研究費 (課題番号: S1913) の助成を受け

たものである． 

本研究は共同研究プロジェクト「アジアの村落

開発における伝統的な知識や技術を生かした教育

の可能性についての研究」(課題番号: K1907) と重

なる部分もあるが，本報告では本研究はプロジェ

クトの芸術実践としての側面に焦点を当てて報告

した． 

ムラバリ村でのアートプロジェクトの教育的な

側面については，金田卓也/ リラ・バハドゥール・

ビシュワカルマ． “持続可能な開発につながる社

会関与型のアートプロジェクト”． ホリスティッ

ク教育/ケア研究，2020，23，p．99-111． におい

てまとめた． 

  

註 

1) art という言葉は｢美術｣ fine art を意味するだ 

けではなく，現代アートではパフォーマンス系の

ものを含む場合もあり，本報告においてはアート

と訳すことにする． 

2)  2018年 6月 14日にスイスのジュネーヴでピス

トレット氏と会った時の会話． 

3) Yellow Dream Projectに関わったゼミの学生の

活動は「大学 SDGs ACTION AWARDS 2020 」

(主催：朝日新聞社後援：文部科学省，外務省，独

立行政法人国際協力機構（JICA），持続可能な社

会に向けたジャパンユースプラットフォーム

（JYPS），ESD 活動支援センター) のひとつの賞

を受賞することができた． 
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Abstract 

The purpose of this study is to implement a socially engaged art project as an action research project in a 

Nepalese village and to clarify the meaning of art projects in terms of art practice and art education for developing 

countries. Initially, this art project involved building a bamboo hut to protect a water reservoir tank utilizing local 

natural materials such as bamboo. Later it developed into two new projects that entailed building a bamboo 

community center and restoring a Hindu temple damaged by a large earthquake by making mythological murals. 

The villagers’ participation in an art project facilitated the inception of new art projects. 

Through this field research, the researcher found a possibility for utilizing the local turmeric produced in this 

village as a natural dyeing material. The villagers used turmeric to dye local ropes, but not clothes. After teaching 

turmeric-dyeing techniques, a group of village women began dyeing clothes by using turmeric. The result suggests 

that art projects can provide villagers with suitable opportunities to engage in challenging creative work; in addition, 

this experience seems critical for empowering them to achieve sustainable development. 
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